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　私たちの研究対象は、今、私たちが生きている社会やそこで生活している人々です。それ
ゆえに対象化が難しく、ある不平等があったとしても、「当たり前のこと」として見過ごして
しまいがちです。しかし、例えば「外国や日本の過去と比べてどうなのだろうか」などと発
想を切り替えて見ることが出来ると、今の社会の問題点が浮かび上がってきます。
　研究テーマは、「なぜだろう」といった小さな疑問が出発点になります。そのため、社会
や人間に対する強い好奇心を持つ人が、この分野の研究者に向いていると言えます。
　１つのテーマの研究に長期間取り組むこともよくありますから、集中力や継続力も大切な
資質です。根気強さも必要でしょう。地道な調査を続けていると、途中でくじけそうになる
こともありますが、研究の原動力になるのは、何よりも目の前の謎を追究したいという探究
心なのです。

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！
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社会には、１人の力では解決することが出来ないさまざまな「不平等」が存在する。社会階層論・

社会移動論は、社会の階層構造を解明し、その中に潜む不平等をなくすための政策を提言する学問だ。

数ある研究テーマの中で、現代の日本における大きな社会問題である正規雇用・非正規雇用の格差

問題を中心に研究し、グローバルＣＯＥ「社会階層と不平等教育研究拠点」拠点リーダーを務める

佐藤嘉倫教授に、全ての人が平等に暮らせる社会の展望を聞いた。

大学院生の
主な出身分野

◎大学院生の出身分野は
行動科学や社会学が多い
が、経済学や数学の側面
から研究にアプローチす
る学生もいる。中国やバ
ングラデシュなどからの
留学生も在籍する。

目の前の「不平等」に気付くことから始まる
社会階層論・社会移動論が求める学生像

研究成果と
社会のかかわり

◎社会に潜む不平等の実
態を明らかにし、その原
因を究明。著作や講演を
通して問題提起をした
り、機会の平等を実現す
るための政策を提言した
りする。また、社会政策
の立案に携われる人材育
成にも努める。

「不平等」の要因を解明し
皆が平等に暮らせる社会を目指す

東北大大学院 文学研究科 行動科学研究室

フローチャートで分かる行動科学研究室

高校時代から論理的思考力とコミュニケーション能力を磨いておくと、
将来、とても役立つでしょう。数学の証明問題などは「何の役に立つ

のだろうか」という疑問を持つ人もいるかもしれません。しかし、仮定から結論へと論理的に導く
訓練をしておくことで、相手に筋道を立てて説明できるようになります。また、仕事は人とかかわり
ながら進めるものですから、コミュニケーション能力も大切です。日本語はもちろん、英語でのコ
ミュニケーション能力も意識して学習すると良いと思います。

高校生へのメッセージ

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎社会階層論や社会移動論は、社会学に含まれる。人々
の意識や行動などの実態をつかむための手法として、
統計学の分野もかかわりが深い。社会の不平等は就労
に強く表れることも多いため、研究内容によっては労
働経済学の知識も求められる。更に、政策立案におい
ては政策科学とも関係する。

社会や人間に対する好奇心や探究心

経済学

社会学

行動科学

数学
など

政策提言

人材育成

問題提起

など

発想や思考を柔軟に切り替える力

問題を追究する集中力と継続力

よし みち
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私
は
東
京
の
下
町

に
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
周
辺
に
は
町
工

場
や
商
店
な
ど
を
営

む
家
庭
が
多
く
あ

り
、
比
較
的
貧
し
い

地
域
で
し
た
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
そ
う
し

た
環
境
で
育
ち
ま
し
た
の
で
、
社
会
の
状

況
や
構
造
に
何
も
疑
問
を
持
た
ず
に
、
中

学
・
高
校
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
大
学
に
入
っ
て
出
身
地
が
さ
ま
ざ

ま
な
同
級
生
と
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
自

分
が
思
う
以
上
に
日
本
は
貧
富
の
差
が
大

き
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

の
近
く
の
高
級
住
宅
街
を
初
め
て
歩
い
た

時
も
、「
こ
こ
が
本
当
に
同
じ
日
本
な
の

か
！
」
と
驚
い
た
も
の
で
す
。

　

大
学
で
は
数
学
を
学
ぶ
つ
も
り
で
し
た

が
、
入
学
後
、
数
学
が
本
当
に
得
意
な
同

級
生
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
に
は
数

学
の
才
能
が
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
貧
富
の
差
の
存

在
を
目
の
当
た
り
に
し
、
社
会
の
不
平
等

を
実
感
し
た
経
験
か
ら
、
次
第
に
日
本
社

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
幸
い
、
３
年
生
で
理
科
系

か
ら
文
科
系
の
学
部
に
進
学
で
き
る
制
度

が
あ
っ
た
た
め
、
思
い
切
っ
て
文
転
し
、

本
格
的
に
社
会
学
を
学
び
始
め
た
の
で
す
。

　

私
が
専
攻
し
た
の
は
、
社
会
学
の
中
で

も
社
会
階
層
論
、
社
会
移
動
論
と
呼
ば
れ

る
分
野
で
す
。
社
会
階
層
論
で
は
、
世
の

中
が
ど
の
よ
う
な
階
層
で
成
り
立
っ
て
い

る
の
か
を
研
究
し
ま
す
。
例
え
ば
、
資
本

主
義
社
会
に
は
、
資
本
家
と
労
働
者
、
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
高
所

得
者
と
低
所
得
者
な
ど
の
区
分
が
あ
り
ま

す
。
社
会
移
動
論
は
社
会
階
層
論
と
密
接

し
た
分
野
で
、
階
層
間
の
移
動
の
状
況
を

研
究
し
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
階
層
の
親

を
持
つ
子
ど
も
が
別
の
階
層
に
移
動
で
き

る
の
か
、
出
来
る
場
合
は
ど
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
な
の
か
な
ど
を
研
究
し
ま
す
。

　

社
会
階
層
論
・
社

会
移
動
論
で
使
わ
れ

る
代
表
的
な
研
究
手

法
は
、
サ
ン
プ
リ
ン

グ
調
査
で
す
。
日
本

全
国
か
ら
無
作
為
に

調
査
対
象
者
を
抽
出

し
、
調
査
員
が
職
業

や
年
収
、
学
歴
、
親
の
職
業
な
ど
を
質
問

し
ま
す
。
そ
う
し
て
数
千
人
の
デ
ー
タ
を

集
め
て
統
計
分
析
を
行
い
、
研
究
結
果
と

し
て
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

研究のきっかけ

貧富の差を
目の当たりにし
社会構造に関心

研究概要

非正規雇用者が
受ける不利益を
拭い去るために

佐
藤
嘉
倫
　教
授

さ
と
う
・
よ
し
み
ち　

東
北
大
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
社

会
階
層
と
不
平
等
教
育
研
究
拠
点
」
拠
点
リ
ー
ダ
ー
。
東
京
大
大
学
院
社
会
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
横
浜
市
立
大
商
学
部
助
教
授
、
シ
カ
ゴ
大
社
会
学
部
・

コ
ー
ネ
ル
大
社
会
学
部
客
員
研
究
員
を
経
て
、
現
職
。
専
門
は
社
会
階
層
論
、
合
理

的
選
択
理
論
な
ど
。
主
な
著
書
に
『
ゲ
ー
ム
理
論　

人
間
と
社
会
の
複
雑
な
関
係
を

解
く
』（
新
曜
社
）
な
ど
が
あ
る
。
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現
在
、
私
が
特
に
関
心
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
は
、
正
規
雇
用
・
非

正
規
雇
用
の
問
題
で
す
。
学
校
を
卒
業
し

て
初
め
て
就
い
た
職
業
が
正
規
雇
用
か
非

正
規
雇
用
か
に
よ
っ
て
、
収
入
や
雇
用
の

安
定
性
、
社
会
保
障
、
福
利
厚
生
な
ど
に

大
き
な
格
差
が
あ
り
、
そ
の
後
の
生
活
や

人
生
に
大
き
な
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
更

に
、
い
っ
た
ん
非
正
規
で
雇
用
さ
れ
る
と
、

な
か
な
か
正
規
雇
用
に
移
れ
な
い
こ
と
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
私

た
ち
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
１
つ
の
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
な

ぜ
、
正
規
雇
用
者
と
非
正
規
雇
用
者
に
は

そ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
、

決
し
て
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
諸
外
国
と
比
べ
る
と
、
非
正
規

雇
用
者
の
賃
金
は
、
日
本
で
は
正
規
雇
用

者
の
５
割
程
度
で
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は

８
割
を
上
回
り
ま
す
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
々
で
も
、
日
本
の
よ
う
な
低
水
準
に

あ
る
国
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
日
本
と
諸

外
国
と
で
違
い
が
生
じ
る
の
は
な
ぜ
な
の

か
。
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
の
が
私
た
ち

の
研
究
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
分
か
っ
て
き
た
こ

と
は
、
非
正
規
雇
用
者
が
現
実
と
制
度
の

狭
間
に
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現

状
で
す
。
日
本
で
は
、
高
度
経
済
成
長
、

更
に
は
バ
ブ
ル
経
済
の
頃
ま
で
は
、
各
種

の
社
会
制
度
は
正
規
雇
用
者
を
対
象
と
し

て
整
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
経
済
情
勢
が

変
化
し
て
非
正
規
雇
用
者
が
増
え
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
制
度
は
基

本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
利
益
が
非
正
規
雇
用
の
人
々
に

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

研
究
の
面
白
さ

の
１
つ
は
、
謎
を

解
明
す
る
プ
ロ
セ

ス
に
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
正
規

雇
用
・
非
正
規
雇

用
の
問
題
で
あ
れ

ば
、
非
正
規
雇
用

者
の
収
入
が
低
い
理
由
に
つ
い
て
、「
学

歴
が
低
く
、
職
務
経
験
も
積
ん
で
い
な
い

傾
向
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
説
明
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
と
オ
ラ

ン
ダ
の
非
正
規
雇
用
者
の
間
に
、
経
験
や

学
歴
な
ど
の
面
で
大
き
な
差
が
あ
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
別
の
要
因
が
あ

る
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
研

究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
社
会
に
対
し

て
問
題
提
起
や
政
策
提
言
を
行
う
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
不
平
等

を
拭
い
去
る
こ
と
で
す
が
、
不
平
等
に
は

２
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

職
業
に
よ
っ
て
収
入
に
差
が
あ
る
の
は
、

「
結
果
の
不
平
等
」
で
す
。
こ
れ
が
あ
ま

り
に
広
が
る
と
社
会
は
不
安
定
に
な
り
ま

す
が
、
完
全
に
平
等
で
あ
る
と
、
誰
も
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
程
度
、
結
果
の
不
平
等
が
あ
る
こ
と

が
社
会
的
に
は
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
現
代
の
日
本
に
は
、
例
え
ば
、

医
者
に
な
り
た
い
場
合
、
保
護
者
が
医
者

で
あ
る
方
が
有
利
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
。
背
景
に
は
収
入
、
教
育
、
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
出
身

階
層
に
よ
っ
て
挑
戦
す
る
機
会
が
制
限
さ

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
機
会
の

不
平
等
」
と
言
え
ま
す
。
正
規
雇
用
・
非

正
規
雇
用
の
問
題
も
、
こ
の
機
会
の
不
平

等
が
１
つ
の
原
因
と
な
っ
て
生
じ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

平
等
な
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
、

機
会
の
不
平
等
が
あ
る
こ
と
は
望
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
階
層
論
・
社
会
移
動

論
の
最
大
の
使
命
は
、
機
会
の
平
等
を
実

現
す
る
、
そ
の
一
言
に
尽
き
る
と
思
う
の

で
す
。

❶
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

　

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
、
一
般
に
頭
脳
労
働

の
従
事
者
を
指
す
。
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着

用
し
て
仕
事
を
す
る
職
種
が
多
い
た
め
、
こ

う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。一
方
、ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
は
作
業
員
な
ど
、
主
に
肉
体
労
働
の

従
事
者
を
指
す
。
作
業
服
の
色
に
青
系
が
多

い
た
め
、
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

❷
正
規
雇
用
・
非
正
規
雇
用

　

一
般
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
従
業
期
間
を
定

め
な
い
雇
用
形
態
を
正
規
雇
用
と
い
う
。
一

方
、
契
約
社
員
や
派
遣
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
、
従
業
期
間
や
就
業

時
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
雇
用
形
態
を
非
正

規
雇
用
と
い
う
。
近
年
、
非
正
規
雇
用
の
割

合
が
増
え
て
い
る
が
、
収
入
が
少
な
い
、
雇

用
が
不
安
定
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会
に

乏
し
い
、
福
利
厚
生
が
不
十
分
な
ど
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

❸
高
度
経
済
成
長

　

経
済
が
飛
躍
的
に
成
長
す
る
こ
と
を
指

す
。
日
本
で
は
、
１
９
５
０
年
代
半
ば
か
ら

１
９
７
０
年
代
半
ば
に
か
け
て
高
度
経
済
成

長
を
迎
え
た
。

❹
バ
ブ
ル
経
済

　

実
態
経
済
の
経
済
成
長
を
超
え
て
、
株
式

や
不
動
産
の
価
値
が
高
騰
す
る
経
済
状
態
を

指
す
。
日
本
経
済
は
、
１
９
８
６
年
か
ら

１
９
９
１
年
ま
で
バ
ブ
ル
景
気
を
経
験
。

❺
Ｄ
Ｖ

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（dom
estic violence

）
の
略
称
。
家
庭

内
暴
力
の
意
味
。

研究の展望

日本の社会に
機会の平等を

実現するのが使命

用
語
解
説

2

3

4

36December  2012



　

高
校
時
代
は
将
来
の
道
が
定
ま

ら
ず
、
正
直
に
言
っ
て
何
と
な
く

東
京
都
立
大
（
現
首
都
大
東
京
）
に
進
み

ま
し
た
。
当
時
は
２
年
生
進
級
時
に
学
科

を
決
め
る
制
度
だ
っ
た
た
め
、
１
年
生
で

幅
広
い
科
目
を
学
び
、
自
分
に
向
い
て
い

そ
う
な
学
問
を
探
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

興
味
を
持
っ
た
の
が
社
会
福
祉
学
で
す
。

児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
と
い
っ
た
問
題
の
現
状

に
衝
撃
を
受
け
、
も
っ
と
勉
強
し
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
社
会
福
祉
学
科
に
進

み
ま
し
た
。

　

卒
論
は
、
親
の
離
婚
が
子
ど
も
の
発
達

や
人
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
卒
業
後
に
就
職

す
る
か
ど
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、こ
の
テ
ー

マ
を
も
っ
と
掘
り
下
げ
た
い
と
考
え
、
大

学
院
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
３
つ
の
研
究
を
同
時
進

行
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
し
て
研
究
し
て
い
る
テ
ー
マ

は
、
卒
論
と
同
じ
、
親
の
離
婚
が
子
ど
も

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
親
の
離
婚
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な
い
こ
と
で
あ
り
、
発

達
や
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
な
ど
、
人
生
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
よ
り
、
例
え
ば
、

学
歴
や
就
職
の
面
で
不
利
に
な
り
や
す
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
親
が
１
人
に

な
る
た
め
に
家
計
が
苦
し
く
な
り
、
進
学

が
厳
し
く
な
る
と
い
っ
た
影
響
が
推
測
で

き
ま
す
が
、
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
で
は
、

収
入
が
一
般
世
帯
と
同
水
準
で
あ
っ
て
も
、

同
じ
問
題
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
を
探
る
の
が
、

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

　

研
究
で
は
、
仮
説
を
立
て
た
上
で
大
勢

の
人
を
対
象
に
し
た
統
計
調
査
を
し
、
集

め
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
仮
説

の
検
証
を
し
ま
す
。
そ
の
際
、
統
計
学
が

必
須
と
な
る
の
で
す
が
、
私
は
高
校
時
代
、

数
学
が
非
常
に
苦
手
で
し
た
。
研
究
を
始

め
た
ば
か
り
の
頃
は
苦
手
意
識
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
研
究
の
た
め
に
学
ぶ
う
ち

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で

は
面
白
い
と
さ
え
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
校
時
代
は
「
こ
れ
が
何
の
役
に
立

つ
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
い
わ
ば
「
数
学
の

た
め
の
数
学
」
と
い
う
思
い
で
勉
強
し
て

い
ま
し
た
が
、
統
計
学
は
自
分
の
主
張
の

根
拠
を
客
観
的
に
示
す
ツ
ー
ル
と
し
て
、

今
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ツ
ー
ル
と
し
て
の
数
学
の
有
用
性
を
実
感

で
き
た
こ
と
が
、
私
を
数
学
嫌
い
か
ら
解

き
放
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
時
折
、
仮
説
と
異
な
る
結
果
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
失
敗
で
は
な
く
、
直
感
に
反
す
る
新
事

実
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
、

研
究
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

私
自
身
が
そ
う
で
し
た
が
、
高

校
時
代
に
や
り
た
い
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
な
く
て
も
、
慌
て
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
大
学
に
入
る
と
幅
広
い

分
野
の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
徐
々

に
将
来
の
道
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
文
系
・
理
系

に
か
か
わ
ら
ず
、
高
校
で
は
ど
の
授
業
も

き
ち
ん
と
受
け
、
自
分
の
可
能
性
を
狭
め

な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

現
在
の
研
究
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A

私

大学院生が語る

離婚が子どもにもたらす
さまざまな影響を研究

余田翔平さん

よだ・しょうへい　東北大大学院文学研究科行動科
学研究室博士後期課程３年。神奈川県・私立サレジ
オ学院中学・高校卒業

●高校時代は、部活動のバスケット
ボールに熱中しました。中学時代に始
めて６年間続け、途中で諦めずにこつ
こつ頑張る姿勢が身に付きました。こ
れは地道で根気強い研究が求められる
今に生きています。また、部長を務め
たことで、小さな組織であっても人を
まとめる難しさを経験できました。
　もう１つ、今、高校時代に頑張って
おいてよかったと思うのは、英語の勉
強です。私は中高一貫校に通っていた
ので、6 年間、同じ英語の先生から学
びました。その先生はとても厳しく、
当時は英語の授業が嫌でたまりません
でしたが、叱られたくない一心から一
生懸命勉強しました。研究者となった
今、毎日のように英語の論文を読むよ
うになり、高校時代に身に付けた英語
が役立っています。
　高校時代に学んだ知識は後々役立つ
ので、どの科目も一生懸命取り組んで
ほしいと思います。

研究に役立っている
苦手だった英語

の高校時代

5

37 December  2012




